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近年地球温暖化による気候変動が容易に認識されるまでに進行し、その原因として、温

室効果ガス（以下 CO2と記す）排出がほぼ確実視される事態に陥っている。CO2排出を如
何に抑えるかが、世界にとって喫緊の問題になっている。平成 20年度から、京都大学エネ
ルギー科学研究科、エネルギー理工学研究所、工学研究科原子核工学専攻、原子炉実験所

の 4部局が中核となり、グローバル COEプログラム「地球温暖化時代のエネルギー科学拠
点 －CO2ゼロエミッションをめざして」を推進する。本プログラムでは、2100年までに、
化石燃料に依存しないCO2ゼロエミッションエネルギーシステムに到達するシナリオの実
現に向けた技術の創出・政策提言を行いうる教育者・研究者・政策立案者を育成する国際

的教育研究拠点形成を目的とする。学生自らがシナリオ策定への参加を通して、他分野研

究者との相互交流を体験し、「エネルギーシステム」全体を俯瞰する能力を獲得し、更に各

専門研究へ反映する。これは人材育成の大きな特徴になると考えられる。CO2 を排出しな
いエネルギー科学研究として、まず元栓を締めなければならないとの観点から１次エネル

ギーに注目し、再生可能エネルギー（太陽光・バイオマスエネルギー）、並びに核分裂や核

融合による先進原子力エネルギーを対象とした。さらに、エネルギー問題は単に技術だけ

の問題ということはできず、社会や経済の要素も大きく関係してくるため、エネルギー社

会・経済の研究も含まれる。 
本プログラムの実施に当たっては、中心に教育を行う GCOE教育ユニットを据え、シナ

リオ策定から、エネルギー科学研究、評価と互いに関連させながら、推進する。シナリオ

策定研究グループでは、CO2ゼロエミッション技術ロードマップの作成並びに CO2ゼロエ
ミッションシナリオの策定を行う。社会の価値観や人間行動学の面からも分析を行う。研

究を通じた教育の場として、最先端重点研究クラスタを設け、エネルギー社会・経済研究、

並びに、太陽光エネルギー研究、バイオマスエネルギー研究、及び先進原子力エネルギー

研究をシナリオ策定研究グループのロードマップに連携させて推進する。評価においては、

学内、学外、国外のアドバイザーとの意見交換を通じて、シナリオのチェック、教育、研

究の見直しを行い、拠点運営を進める。 
グローバル COE の中心課題である教育においては、エネルギー科学 GCOE 教育ユニッ

トを設置して博士後期課程学生を選抜し、人材育成を行う。人類の生存にかかわる様々な

エネルギー・環境問題に対して、幅広い国際性と深い専門性をもって社会の要請に応える

とともに、自然環境と人間社会との調和を図りながら、創造性と活力にあふれる 21世紀社
会をリードする若手研究者の育成に努める。  
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